
景観計画の基本的な構成と考え方、
これまでの景観行政の取組み、

浦添市の景観まちづくり計画について

浦添市



１．景観計画の基本的な構成と考え方 浦添市

景観計画とは

景観法に基づき、景観行政団体が景観行政を進めるうえでの
基本的な計画

景観まちづくりの制度について（国土交通省）より



１．景観計画の基本的な構成と考え方 浦添市

景観まちづくりの制度について（国土交通省）より

①良好な景観は

現在及び将来における

国民共通の資産

②良好な景観は

地域の自然・歴史・
文化等人々の生活、
経済活動との調和が

不可欠。

③良好な景観は

地域の個性を
伸ばすよう、
多用な形成が

図られるべき。

④良好な景観形成は

住民、事業者、行政の
協働により進めるべき。

⑤良好な景観形成は

保全だけでなく、

創出を含む。

基本理念



１．景観計画の基本的な構成と考え方 浦添市

景観まちづくりの制度について（国土交通省）より

住民

良好な景観の形成に

積極的な役割を果たすとともに、

国・地方公共団体の

施策に協力事業者

良好な景観の形成に

努めるとともに

国・地方公共団体の

施策に協力

地方公共団体

良好な景観の形成に

関する当該区域の

諸条件に応じた

施策・実施国

良好な景観の形成に関する

施策を総合的に策定・実施

良好な景観の形成に関する

啓発及び知識の普及

責務



１．景観計画の基本的な構成と考え方 浦添市

景観法に基づく景観計画は、地域の状況に応じて柔軟に設定でき、

地域に密着した市町村が主体となって作成するものです。

景観まちづくりの制度について（国土交通省）より



１．景観計画の基本的な構成と考え方 浦添市

景観計画

〇 景観行政団体が策定し、区域や一定の行為に対する届出・勧告

の基準を定める

〇 届出・勧告対象の行為は、条例で付加・除外どちらも可能

〇 景観重要公共施設として道路や河川を位置づけ、景観に配慮

した整備や景観の視点を加味した占用許可が可能

景観行政団体が、景観行政を進める場として定める基本的な計画

良好な景観の形成に関する事項を横断的かつ一体的に定めることが可能

また、景観重要建造物、景観重要樹木、景観協議会、景観協定等の規制誘導の仕組み、

住民参加の仕組み等の景観法に基づく措置は、景観計画区域を対象



１．景観計画の基本的な構成と考え方 浦添市

景観計画に定める事項

必須事項

〇 景観計画の区域
〇 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項
〇 景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針

（当該景観計画区域内にこれらの指定の対象となる建造物又は樹木がある場合に限る。）

選択事項
〇 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する

行為の制限に関する事項
〇 景観重要公共施設の整備に関する事項・占用等の基準
〇 景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項
〇 自然公園法の許可の基準

定めることが望ましい事項

〇 景観計画区域における良好な景観の形成に関する方針



浦添市２．これまでの景観行政の取組みについて

彫刻のある街づくり

都市景観に関する表彰制度



浦添市２．これまでの景観行政の取組みについて

まちづくりプラン賞

啓発広報の

景観賞から

「広報啓発」と「活動支援策」としての

まちづくりプラン賞

協働作業応募案 整備後

花と緑のまちづくりフェスタ事業



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

 本市の景観形成に関する総合的な施策、市
民・事業者・行政に共通する協働の指針とし
ての位置づけ。

 平成18年8月～平成19年5月

浦添市景観まちづくり市民会議・関係団体意

見交換

 平成19年7月1日

「浦添市景観まちづくり計画」告示

「浦添市景観まちづくり条例」施行

 平成20年4月1日

「浦添市景観まちづくり計画」告示（重点地区

の追加）

浦添市景観まちづくり計画



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

必須事項

〇 景観計画の区域

⇒市全域（地先公有水面を含む）

〇 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項

項目 景 観 形 成 基 準

位置 ・周辺の景観と調和し圧迫感を与えないような配置とする。

形態・
意匠

・周辺の景観と調和し圧迫感を与えないような形態や色彩、
意匠とする。
・都市を貫く軸線地区では、通りの起伏等に配慮して、形態
や色彩、意匠を工夫する。
・緑の両翼地区では、高さ、規模、形態、色彩等を工夫し、風
景を支配しないようにする。
・歴史文化のよりどころ地区では、歴史的地区にふさわしい形
態や色彩、意匠等となるよう工夫する。



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

必須事項

〇 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項

項目 景 観 形 成 基 準

色彩

・落ち着いた色彩を基調とし、周辺の景観えお調和した色彩と
する。
・建築物の３階以上の外壁又は工作物の色は、着色していな
いコンクリート、金属、ガラス等は除き、明度８以上、彩度２
以下の範囲の色彩とする。ただし、外観のアクセントとして着
色する場合は、各壁面の10％以下においてその限りでない。

素材

・周辺景観と調和した、素材を使用する。
・赤瓦や琉球石灰岩など地域性をあらわす素材を効果的に活
用する。特に、歴史文化のよりどころ地区では、歴史的地区
にふさわしい素材の活用い心がけることとする。



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

必須事項

〇 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項

項目 景 観 形 成 基 準

緑化・
垣・柵・

塀

・原則として敷地面積の3％以上の緑地を設けることとし、間
口の1/5以上を緑化するよう配置する。

その
他

・屋外設備は、露出させないようにし、修景措置を講ずること。



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

必須事項

〇 景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針
⇒以下の項目に当てはまるものについて、所有者の意見を聴取した上
で、指定に努めます。

ア）シンボル的存在
イ）歴史上意味のあるもの
ウ）信仰上意味のあるもの、
エ）良好な風景が成立するために欠かせないもの
オ）「登録文化財」に指定された もの
カ）その他市民からの申し出によるもので、景観上重要であると

客観的に判断できるもの



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

定めることが望ましい事項
〇 景観計画区域における良好な景観の形成に関する方針

⇒「骨格別景観まちづくりの方針」と「類型別景観まちづくりの方針」

を設定

緑や河川、海岸、幹線道路、
歴史資源等の骨格的要素を
有する地区

土地利用や景観資源等
の分布に基づき区分



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

選択事項

〇 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する
行為の制限に関する事項

〇 景観重要公共施設の整備に関する事項・占用等の基準

〇 景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項

〇 自然公園法の許可の基準
（景観計画区域内に国立公園又は国定公園の区域が含まれる場合に限る。）



３．浦添市の景観まちづくり計画について 浦添市

変更・追加が必要な項目

現計画の課題、変更・追加を検討する項目

・景観計画区域における良好な景観形成に関する方針

（本市社会基盤の変化による対応）

・屋外広告物の表示等

（本市独自の基準、条例制定に向けた対応）

・景観重要公共施設に関する事項

（整備に関する事項・占用に関する事項の追加）

・これまでに指定した地区（景観地区）及び、候補地域の表記

（景観計画と、これまでの景観まちづくりに関する取組みとの整合）

・景観形成基準の色彩、緑化率の見直し（地区計画、緑マスとの整合）

・絶対高さの表記（浦添グスクへの景観保全のための高さ規制）

・景観届出物件の工事完了報告の提出（基準不適合物件に対する措置）

・広域的問題（他市町村に渡る敷地・建物に対する取扱いについて）


